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これで
万全！
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●図表－１ 企業倫理の位置付け
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SDGsは世界の共通言語であると言われて
いますが，美しい言葉で語られる１７の目標は，

遠い世界と思われてきました。しかし，毎年

のように身近に発生する異常気象は，SDGs
を自分事として考えさせる出来事です。地球

温暖化が原因で目の前で頻発する大雨，洪水，

山崩れ，山火事，猛暑，日照不足などです。

中小企業であっても，自社を取り巻く外部

環境の変化は，SDGsがメガトレンドである
ことを認識し，自社の将来像を従業員と共に

SDGsをテーマにして語りあうことは必要な
ことです。

経営理念とSDGs

日本企業の経営理念の多くは，SDGsの目
標と親和性があります。例えば，「三方良し」

は自らの利益だけを求めず，社会的責任を果

たすことに通じます。出光興産の「人間尊重

経営」は，株主第一主義排除で持続可能な経

営に，松下幸之助の誰一人取り残さない商品

提供である「水道哲学」などがその例として

挙げられます。

SDGs経営は，遵法精神を超越した企業倫
理「Corporate Ethics」を求めています。

SDGs経営を迫る３つの圧力

SDGs経営を迫る３つの圧力とは，
・投資家の「ESG」圧力：ESG評価基準を
満たさない場合は，投資を受けられない圧

経営承継研究会
中小企業診断士 長谷川 勇

私は東北地方の中堅都市の商工会議所の経営指導員で後継者セミナーを担当しています。参加

者の業種は，製造業・流通業・サービス業と多様です。最後のまとめの講義のテーマに，すべて

の業種の共通課題であり，世界の共通言語であるSDGsが適切かと思います。従業員と，企業

の将来像を語りあう共通のテーマSDGsの講義内容について，助言をお願いいたします。

第 1 2 回

中小企業のSDGs経営の留意点
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●図表－２ ３つの圧力がSDGs推進力
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●図表－３ エシカル消費
エシカル（倫理的）消費とは

地域の活性化・雇用を含む，ヒト・社会・環境に
配慮した消費行動

消費者それぞれが，各自にとっての社会的課題解決を
考慮したり，そうした課題に取り組む事業者を

応援しながら消費活動を行うこと

配慮の対象とその具体例

人 障害者支援につながる商品

社会
フェアトレード商品
寄付付き商品

環境
エコ商品
リサイクル商品
資源保護などの認証商品

地域
地産地消商品
被災地商品

動物福祉
エシカルファッション（環境・労働・社
会問題に配慮した素材選定・購入，生産，
販売する）例：動物毛皮排除

目標１２ つくる責任 つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保する

出典：「倫理的消費」調査研究会（筆者一部再編）

力が生じます。

・取引先の「サプライチェーン」圧力：SDGs
の目標に反する企業には，サプライチェー

ンからの排除圧力が生じます。

・消費者の「エシカル消費」圧力：SDGs目
標に反する商品は，消費者の不買圧力にさ

らされます。

３つの圧力に先手を打つ経営は，SDGsの
推進力となり SDGsの目標達成に貢献しま
す。

ESG投資の圧力

ESG金融は，ESG投資にはじまり ESG
融資にまで拡張されています。ESG地域金
融実践ガイドが公表され，間接金融の融資対

象である中小企業も ESGを意識した経営が
迫られています。

サプライチェーン圧力

最終組み立てメーカーは，素材生産・部品

生産・自社での組み立て・流通機構・顧客の

使用・３Rまで気を配らなければならないの
が現状です。トヨタ自動車グループの場合，

一次下請け６３８０社，二次下請け以下３万５０４７

社で構成されており，下請各社は，サプライ

チェーンから排除されないように，中小企業

であっても SDGs経営に注力する必要に迫

られています。

サプライチェーンマネジメントの一環とし

て，サプライチェーンの中核企業は，資材調

達の基本方針を SDGsに沿って設定し，取
引先の教育や指導を行っています。東京オリ

ンピックの「持続可能性に配慮した調達コー

ド」は，今後の指針になる新たな動きです。

エシカル消費の圧力

ESGを基準にした投資家からの圧力やサ
プライチェーン上の取引先からの圧力は，す

でに本誌１１月号以前に説明してきました。こ

こではエシカル（倫理的）消費について，少

し詳しく触れます。

エシカル消費とは，目の前の利益だけでな

く，生産プロセス・流通プロセス・消費後の

３Rまでが，人類・社会・環境・地域に良い
商品を選択して消費することです。最近では，

新疆ウイグル自治区の綿原料やバングラデッ
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●図表－４ エシカル消費の認知度

ドイツ
ビーレフェルト市

日本
「消費者市民社会」

学習前調査

５２％ １２％

２０１８年 ２０代・３０代 ２０１８年 四国大学（学生）

出典：四国大学紀要

●図表－５ 日本の年代別エシカル消費の認
知度

出典：Marke Zine 編集部

●図表－６ エシカル消費の実践度

よく実践 時々実践
あまり実
践しない

全く実践
しない

１０・２０代 ２．７ ２８．５ ５１．５ １７．２

３０代 １．６ ２９．３ ５２．２ １６．９

４０代 ２．６ ３４．４ ５２．１ １１．０

５０・６０代 ２．６ ３８．６ ５０．１ ８．６

出典：エシカル消費に関する消費者意識調査 消
費者庁
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●図表－７ テレワークの影響

テ
レ
ワ
ー
ク
の

普
及
・
常
態
化

都心の出勤者減少⇒オフィス空室率増加
都心人口減少⇒都心マンション販売減少
都心の昼間・夜間人口減⇒飲食店・飲食客減少
郊外のシェアオフィスの増加
郊外・地方人口の増加
公共交通機関・タクシー利用客減少
自社の経営改革
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シュでの縫製過程での人権問題が世界的に問

題視されています。

エシカル消費に関して，ドイツの若者と比

較すると日本の学生の認知度は数段低く，日

本は SDGs後進国です。若い層ほど認知度
は高いが，エシカル消費実践行動に関しては，

１０・２０代の若者よりは５０・６０代の方が高い。

学校教育とSDGs

前述のとおり，エシカル消費の認知度は低

く，実践度も低いのが現状です。エシカル消

費の認知経路として，ネット・SNS・マスメ
ディアが重要な位地を占めています。各テレ

ビ局では，SDGsをテーマにした定期番組が

増加しています。

文部科学省は，「持続可能な開発のための

教育」（EDS Education Sustainable Develop-
ment）を学習指導要領に盛り込み，SDGs
教育を推進しています。マスメディアと学校

教育現場での SDGs推進で，エシカル消費
の認知度は更に高まることが予想されます。

テレワークの常態化

テレワークは，働き方改革として提唱され

たが，コロナ禍により一気に促進されました。

テレワークは，労働者にとり通勤地獄からの

解放・通勤時間の減少，経営者にとりオフィ

スコスト・通勤手当の減少など，双方にとり

経済合理性があり，常態化が予想されます。

テレワークの普及は，外部環境の変化として

交通関連業界・不動産業界・飲食業界なども

対応策が必要です。

エシカル消費は企業・消費者の
協働作業

エシカル消費は，エシカル商品を提供する

企業とそれを消費する消費者とのマッチング

●図表－８ エシカル消費協働作業
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●図表－９ マテリアリティ分析

が成立して，はじめて実現します。

しかし，その最終的な主導権は，消費者に

あります。エシカル消費は，学習指導要領に

基づく，小中高校の SDGs教育の重要性の
原点です。

中小企業のSDGs経営

中小企業は，取引関係を通して，金融機関

の ESG投融資の圧力を受けています。また，
SDGs精神に合わない経営は，サプライチェ
ーンマネジメント（調達方針）に沿って，取

引関係から排除されます。多くの中小企業は，

消費者に最も近い位置にあり，エシカル消費

に，最も敏感な立場にあります。

中小企業は，B２Bの立場であれ B２Cの
立場であれ，SDGs経営環境の下にあります。
SDGsに対して守りの姿勢ではなく，金融機
関・サプライチェーン・消費者との「四方良

し」の攻めの戦略に転換する時期にあります。

SDGs未来経営デザイン

現在は，所得格差をもたらした株主第一主

義の新自由主義経済政策の反省期にあります。

目指すところは，ステークホルダーに配慮す

る SDGs経営です。現状の経営から，SDGs
経営に転換するプロセスは次の通りです。

� SDGs目標の自社の言葉への書換え
SDGs経営を実現するには，従業員や取引
先に馴染む言葉が不可欠です。経営理念・ビ

ジョン・経営計画に，SDGsを盛り込み，ス
テークホルダーや将来の従業員候補の学生・

中途採用希望者に発信します。SDGs経営を
実践し見える化することが，優秀な人材を採

用するためのブランディング戦略になります。

� 取込む課題の選択

課題の選択に際しては，取り上げたい課題

候補をマテリアリティ分析（図表－９参照）

で選択します。選択基準は，ステークホルダ

ーが重視する社会的課題の重要度が基準にな

ります。

課題の選択に当たっては，SDGsの課題解
決目標である２０３０年を念頭に置きます。

� 全社を巻き込む

SDGsの社会課題の解決は，ステークホル
ダーを巻き込むパートナーシップ（目標１７）

が重要とされています。特に，B２C企業で
は，エシカル消費者との協働作業（図表－８

参照）が重要であり，エシカル消費者と接す

る現場従業員の意識改革が成功のカギになり

ます。

従来からの固定観念に縛られている従業員

の意識を改革するために，エシカル消費者を

組織した消費者会議を設けて提案を受け，消

費者視点のエシカル商品を提供します。

� 経営理念・ビジョン・ミッション再定義

SDGs経営を導入するには，SDGsの理念
を取り込んだ経営理念・ビジョン・ミッショ

ンを再定義して，経営者の強力なリーダーシ

ップにより，従業員に浸透させ実践に導く必

要があります。SDGs経営の実践を伴わない
と，SDGsウォッシュ（SDGs経営に取り組
んでいるように見せかけて実態を伴わない経

営）のそしりを免れません。再定義の事前準

備として，実践する項目の明確化と従業員へ

の十分な事前説明が必要です。

経営理念に，SDGsを盛り込むことで，株



税理●２０２１．１２ 207

11

12

� SDGsの最上位概念は倫理観

� 企業経営の外部環境は，ESG・サプラ

イチェーン・エシカル消費の圧力

� SDGsの最終決定権はエシカル消費者

� 日本はSDGs後進国

� 中小企業はエシカル消費者の最前線

主第一主義でなく，社会的課題の解決に挑む

企業イメージをステークホルダーに印象付け

ます。

ビジョンは，SDGsの目標達成の２０３０年
に到達する企業イメージを策定します。単な

る夢ではなく，実現可能性を込めた SDGs
経営のスケッチです。

ミッションは，SDGsの目標達成を盛り込
んで，当社の使命・存在価値を再定義します。

経営と従業員の一体感の形成がポイントにな

ります。ミッションの再定義は，経営と従業

員の協働作業になります。

� 中期経営計画作成

中期経営計画は，２０３０年にビジョンを達

成するための，中間目標に向けたロードマッ

プであり，バックキャスティングのツールで

す。PDCAを繰り返すことで，２０３０年にビ
ジョンを達成します。計画期間は，業界の変

動に激しさに応じて３～５年にします。

� 自社らしい SDGs経営を
SDGsは，世界の共通語です。SDGsのテ
キストをなぞって，経営理念やビジョンを作

成しますと特徴のない平凡な文章になります。

企業であれ従業員であれ，個々の歴史があり

個性があり事業内容が異なります。

多様性を活かした SDGs経営を目指すと，
まとまりのない方向になりがちです。経営と

SDGsの知見と経験のある外部の人材（ファ
シリテーター）の参加で，新しい社風を構築

することが可能になります。

� 最前線の従業員の役割

SDGs経営計画の要諦は，ステークホルダ
ーをいかにしてパートナーに組み込むかにあ

ります。その役割を担うのは，最前線にいる

現場の従業員です。従業員が，経営計画を自

分事化できるか否かにかかっています。従業

員は，計画未達の原因を分析し，リカバリー

プランを提案することで，SDGs経営を自分

事化します。実績の検証段階で，計画未達の

壁は，自分の胸の中にないかを自省する企業

風土をつくります。

SDGs経営はニューノーマル

SDGs経営は，一次的な流行ではなくノー
マル化（日常化）しています。異常気象の頻

発は，異常ではなく常態化の現象です。異常

気象は，遠い世界の話ではなく身近に危険が

頻発し，脱炭素化は，身近に差し迫った緊急

課題です。

SDGs経営は，コンプライアンス（法令順
守）経営を超えて，人の道から逸脱していな

いエシカル（倫理的）経営・企業倫理を求め

ており，中小企業も例外ではありません。企

業の活動は，合法的であるか否かではなく（コ

ンプライアンス），人の道から外れていない

か（倫理観）を問いかけているのです。

後継者に求められるサステナブ
ル経営

経営者の寿命は有限ですが，企業の寿命は

無限であることが理想です。後継者の役割は，

先代から引き継いだ企業を持続可能（サステ

ナブル）な企業に育て，次代の経営者に引き

継ぐことです。後継者教育の最終回に，「サ

ステナブル 持続可能な」SDGs経営を取り
上げる事は，時代が求めている重要なテーマ

です。


